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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
初
唐
四
傑
の
一
人
で
あ
る
盧
照
鄰
の
「
五
悲
」「
釋
疾

文
」
中
で
、
自
己
へ
の
言
及
が
如
何
に
為
さ
れ
て
い
る
か
に
着
眼
し
、

連
作
の
中
で
自
ら
を
抉
出
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
「
五
悲
」「
釋
疾
文
」
に
つ
い
て
、『
舊
唐
書
』
盧
照
鄰
傳
は

以
下
の
様
に
言
及
す
る
。

　

後
疾
轉
篤
、
徙
居
陽
翟
之
具
茨
山
、
著
釋
疾
文
、
五
悲
等
誦
、
頗

有
騷
人
之
風
、
甚
爲
文
士
所
重
。
照
鄰
既
沉
痼
攣
廢
、
不
堪
其
苦
、

嘗
與
親
屬
執
別
、
遂
自
投
潁
水
而
死
。
時
年
四
十
。

　
（
後
に
疾
轉う

た

た
篤
く
、
居
を
陽
翟
の
具
茨
山
に
徙
し
、
釋
疾
文
、

五
悲
等
の
誦
を
著
し
、
頗
る
騷
人
の
風
有
り
て
、
甚
だ
文
士
の
重
ん

ず
る
所
と
爲
る
。
照
鄰
既
に
沉
痼
攣
廢
し
、
其
の
苦
に
堪
え
ず
し
て
、

嘗
て
親
屬
と
執
別
し
、
遂
に
自
ら
潁
水
に
投
じ
て
死
す
。
時
に
年
四

十
な
り
）

　

こ
れ
に
拠
れ
ば
「
五
悲
」「
釋
疾
文
」
は
、
晩
年
「
疾
轉
た
篤

く
」
な
っ
た
際
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
（
（

、
高
木
重
俊
氏
が
「
重

病
の
床
に
臥
す
る
盧
照
鄰
の
精
神
が
、
現
実
と
幻
想
の
間
を
彷
徨
し

て
織
り
な
す
、
特
異
な
文
学
空
間
（
（
（

」
と
規
定
す
る
が
如
く
、
そ
こ
に

は
彼
の
晩
年
の
心
情
が
多
分
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
、「
頗
有
騷
人
之
風
」
を
承

け
、『
楚
辭
』
の
文
体
・
表
現
を
如
何
に
継
承
し
て
い
る
か
、
更
に

そ
こ
か
ら
音
律
的
に
ど
う
整
っ
て
い
く
の
か
に
主
眼
を
置
い
た
ア
プ

ロ
ー
チ
が
為
さ
れ
て
き
た
（
（
（

。
故
に
、「
五
悲
」「
釋
疾
文
」
の
内
実
に

つ
い
て
は
問
題
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

先
ず
は
両
文
の
序
の
比
較
検
討
を
行
い
た
い
。

 　
　

盧
照
鄰
「
五
悲
」「
釋
疾
文
」
考

　
　
　
　
　　
　

加　

藤　

文　

彬　
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〈「
五
悲
」
序
（
（
（

〉

　

自
古
爲
文
者
、
多
以
九
・
七
爲
題
目
。
乃
有
「
九
歌
」、「
九
辨
」、

「
九
章
」、「
七
發
」、「
七

」、
其
流
不
一
。
余
以
爲
天
有
五
星
、
地

有
五
嶽
、
人
有
五
章
、
禮
有
五
禮
、
樂
有
五
聲
。
五
者
、
亦
在
天
地

之
數
。
今
造
五
悲
、
以
申
萬
物
之
情
、
傳
之
好
事
耳
。

　
（
古
自
り
文
を
爲
る
者
、
多
く
九
・
七
を
以
て
題
目
と
爲
す
。
乃

ち
「
九
歌
」、「
九
辨
」、「
九
章
」、「
七
發
」、「
七
啟
」
有
り
、
其
の

流
は
一
な
ら
ず
。
余
以
爲
え
ら
く
天
に
五
星
有
り
、
地
に
五
嶽
有
り
、

人
に
五
章
有
り
、
禮
に
五
禮
有
り
、
樂
に
五
聲
有
り
。
五
は
、
亦
た

天
地
の
數
に
在
り
。
今
五
悲
を
造
り
て
、
以
て
萬
物
の
情
を
申の

べ
、

之
を
好
事
に
傳
う
る
の
み
）

　
「
五
悲
」
序
は
、『
易
經
』
繋
辞
上
「
天
數
五
、
地
數
五
」
を
踏
ま

え
「
今
造
五
悲
、
以
伸
萬
物
之
情
」
と
、
そ
の
執
筆
動
機
は
端
的
に

示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
（
（
（

。
一
方
で
「
釋
疾
文
」
序
で
は
饒
舌
に
動
機

が
語
ら
れ
て
い
る
。

〈「
釋
疾
文
」
序
〉

　
　

羸
臥
不
起
、
行
已
十
年
。
宛
轉
匡
床
、
婆
娑
小
室
。
未
攀
偃

蹇
桂
、
一
臂
連
踡
。
不
學
邯
鄲
步
、
兩
足
鋪
匐
。
…
…
覆
幬
雖
廣
、

余

嗟
不
容
乎
此
生
。
亭
育
雖
繁
、
恩
已
絶
乎
斯
代
。
賦
命
如
此
、
幾
何

可
憑
。
今
爲
釋
疾
文
三
篇
、
以
貽
諸
好
事
。
蓋
作
易
者
其
有
憂
患
乎
。

刪
書
者
其
有
棲
遑
乎
。
國
語
之
作
、
非
瞽
叟
之
事
乎
。
騷
文
之
興
、

非
懷
沙
之
痛
乎
。　

非
斯
人
之
徒
歟
。
安
可
默
而
無
述
。

　
（
余
羸
臥
し
て
起
た
ざ
る
こ
と
、
行ゆ

く

ゆ
く
已
に
十
年
に
な
ら
ん
と

す
。
匡
床
に
宛
轉
し
、
小
室
に
婆
娑
す
。
未
だ
偃
蹇
の
桂
を
攀
じ
ざ

る
も
、
一
臂
は
連
踡
す
。
邯
鄲
の
步
を
學
ば
ざ
る
も
、
兩
足
は
鋪
匐

す
。
…
…
覆
幬
廣
し
と
雖
も
、
此
の
生
を
容
れ
ざ
る
を
嗟
く
。
亭
育

繁
し
と
雖
も
、
恩
は
已
に
斯
の
代
に
絶
ゆ
。
賦
命
此
の
如
し
、
幾い

か
ん何

ぞ
憑
る
べ
け
ん
や
。
今
釋
疾
文
三
篇
を
爲
り
、
以
て
諸
を
好
事
に
貽お

く

る
。
蓋
し
易
を
作
れ
る
者
は
其
れ
憂
患
有
る
か
。
書
を
刪
せ
る
者
は

其
れ
棲
遑
有
る
か
。
國
語
の
作な

る
は
、
瞽
叟
の
事
に
非
ず
や
。
騷
文

の
興
る
は
、
懷
沙
の
痛
み
に
非
ず
や
。
吾
は
斯
の
人
の
徒
に
非
ず
や
。

安
く
ん
ぞ
默
し
て
述
ぶ
る
こ
と
無
か
る
べ
け
ん
や
）

　
「
釋
疾
文
」
序
で
は
、
先
ず
「
余
」
の
疾
の
有
様
が
詳
細
に
語
ら

れ
る
。
疾
に
あ
る
自
己
を
し
か
と
見
つ
め
た
上
で
、
易
・
書
・
國

語
・
離
騒
を
取
り
上
げ
、「
釋
疾
文
」
を
記
す
書
き
手
「
吾
」
も
そ

の
伝
統
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

　
「
釋
疾
文
」
は
粤
若
・
悲
夫
・
命
曰
の
三
篇
か
ら
な
る
が
、
粤
若

に
於
い
て
「
皇
考
慶　

以
弄
璋
兮
、
肇
錫　

以
嘉
詞
。
名　

以
照

吾
余

予

余

仁l

敢

口

口

仁l



 
（29）

鄰
、
字　

以
昇
之
（
皇ち

考ち

余
を
慶
す
る
に
弄
璋
を
以
て
し
、
肇
め

て
予
に
錫
う
に
嘉
詞
を
以
て
す
。
余
に
名
づ
く
る
に
照
鄰
を
以
て
し
、

余
に
字
す
る
に
昇
之
を
以
て
す
）」
と
言
い
、『
楚
辭
』
離
騒
「
皇
覽

揆　

初
度
兮
、
肇
錫　

以
嘉
名
。
名　

曰
正
則
兮
、
字　

曰
靈
均

（
皇ち

ち

覽
て
余
を
初
度
に
揆は

か

り
、
肇
め
て
余
に
錫
う
に
嘉
名
を
以
て
す
。

余
に
名
づ
け
て
正
則
と
曰
い
、
余
に
字
し
て
靈
均
と
曰
う
）」
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
繰
り
返
し
書
き
手
た
る
自
己
へ
と
言
及
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
「
釋
疾
文
」
は
、「
余
・
吾
」
等
の
一
人
称
を
意
図
的

に
多
用
し

―
つ
ま
り
は
書
き
手
が
全
面
的
に
表
出
さ
れ

―
、
ま

た
そ
の
姿
は
屈
原
に
比
擬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
比
較
か
ら
、
本
稿
で
は
直
接
的
に
自
己
を
語
ら
な
い

「
五
悲
」
と
、
自
己
を
存
分
に
語
る
「
釋
疾
文
」
と
い
う
位
置
づ
け

を
行
う
。

　

そ
の
上
で
、「
五
悲
」
で
は
直
接
的
に
自
己
を
語
る
の
で
は
な
く
、

自
己
の
仮
託
を
設
定
す
る
こ
と
を
方
法
と
し
て
自
己
否
定
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
「
釋
疾
文
」
で
は
書
き
手
を
「
余
」
と

し
て
表
出
し
な
が
ら
屈
原
に
比
擬
し
、
そ
の
中
で
自
己
肯
定
が
為
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
更
に
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
の

関
係
性
を
究
明
す
る
。

余

余

余

余

余

Ⅰ

　
「
五
悲
」
は
題
の
通
り
五
つ
の
「
悲
」、
す
な
わ
ち
「
才
難
」「
窮

通
」「
昔
遊
」「
今
日
」「
人
生
」
の
悲
し
み
を
述
べ
連
ね
て
い
く
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
高
木
正
一
氏
が
「『
才
の
難
き

を
悲
し
む
』
は
、
才
高
く
し
て
世
に
恵
ま
れ
ぬ
悲
し
み
を
の
べ
、

『
窮
通
を
悲
し
む
』
は
、
年
少
時
の
聲
譽
に
も
拘
ら
ず
、
見
る
か
げ

も
な
く
う
ら
ぶ
れ
果
て
た
晩
年
の
窮
状
を
悲
し
む
。
ま
た
『
昔
遊
を

悲
し
む
』
に
は
若
か
り
し
日
の
官
遊
生
活
を
追
憶
し
つ
つ
、
憔
悴
し

た
今
の
お
の
れ
に
雨
露
の
恩
の
及
ば
ぬ
こ
と
を
悲
し
み
歌
い
、『
今

日
を
悲
し
む
』
に
は
、
現
在
の
悲
境
を
な
げ
く
。
最
後
の
『
人
生
を

悲
し
む
』
に
は
、
佛
家
の
所
謂
『
一
飜
一
覆
は
掌
の
如
く
、
一
生
一

死
は
輪
の
若
き
』
人
の
世
の
定
め
を
悟
り
え
ぬ
ま
ま
、
儒
・
道
二
教

に
さ
ま
よ
っ
て
き
た
歎
き
を
の
べ
る
（
（
（

」
と
端
的
に
述
べ
る
通
り
で
あ

る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
様
な
内
容
の
中
、
自
己
へ
の
言
及
が

―
自

己
の
仮
託
を
用
い
な
が
ら

―
如
何
に
為
さ
れ
て
い
る
か
に
着
眼
し

た
い
。

〈「
五
悲
」
悲
才
難
〉

　

一
悲
曰
、
恭
聞
古
之
君
子
兮
、
將
遠
適
乎
百
蠻
。
何
故
違
父
母
之

口

口

口

口

口
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中
國
、
從
禽
獸
於
末
班
。
…
…
彼
聖
人
兮
猶
若
此
、
況
不
肖
與
中
間
。

　
（
一
の
悲
し
み
に
曰
く
、
恭
し
く
聞
く
古
の
君
子
は
、
將
に
遠
く

百
蠻
に
適ゆ

か
ん
と
す
と
。
何
の
故
に
父
母
の
中
國
を
違さ

り
、
禽
獸
に

末
班
に
從
う
や
。
…
…
彼
の
聖
人
す
ら
猶
お
此
の
若
し
、
況
ん
や
不

肖
の
中
間
に
與お

け
る
を
や
）

　

太
伯
・
虞
仲
の
如
く
才
を
有
す
る
「
聖
人
」
で
す
ら
、
最
終
的
に

は
禽
獣
の
如
き
低
い
身
分
へ
と
身
を
窶や

つ

し
た
の
だ
か
ら
（
（
（

、「
不
肖
」

の
者
は
言
う
に
及
ば
な
い
、
と
い
う
の
が
悲
才
難
の
書
き
出
し
で
あ

る
。
以
後
「
不
肖
」
た
る
者
と
し
て
、
嵆
康
（
嵆
生
玉
折
）・
顏
回

（
顏
子
蘭
摧
）・
左
丘
明
（
左
丘
失
明
）・
冉
耕
（
冉
耕
有
疾
）・
孫
臏

（
兵
法
作
而
斷
足
）・
司
馬
遷
（
史
記
修
而
下
室
）
等
を
挙
げ
、「
高

明
者
鬼
瞰
其
門
、
正
直
者
人
怨
其
筆
（
高
明
な
る
者
は
鬼
其
の
門
を

瞰
、
正
直
な
る
者
は
人
其
の
筆
を
怨
む
）」
と
し
、
こ
れ
ら
の
者
は

「
高
明
」「
正
直
」
な
る
が
故
に
そ
の
才
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
な
か
っ

た
と
す
る
。

　

つ
づ
い
て
「
稽
之
古
人
則
如
彼
、
考
之
近
代
又
如
此
（
之
を
古
人

に
稽か

ん
がう

れ
ば
則
ち
彼
の
如
く
、
之
を
近
代
に
考
う
れ
ば
又
た
此
の
如

し
）」
と
し
、「
近
代
」
の
魏
郡
の
王
方
、
華
陰
の
楊
亨
を
取
り
上
げ

る
。
彼
ら
の
才
に
対
し
て
は
「
咸
能
博
達
奇
偉
、
覃
思
研
精
、
徴
孔

門
之
禮
樂
、
吞
鬼
谷
之
縱
橫
。
岳
秀
泉
澄
、
如
川
如
陵
。
高
談
則
龍

騰
豹
變
、
下
筆
則
煙
飛
霧
凝
（
咸
な
能
く
博
達
奇
偉
、
覃
思
研
精
に

し
て
、
孔
門
の
禮
樂
を
徴
し
、
鬼
谷
の
縱
橫
を
吞
む
。
岳
秀
で
泉
澄

み
、
川
の
如
く
陵
の
如
し
。
高
談
す
れ
ば
則
ち
龍
騰
り
豹
變
じ
、
下

筆
す
れ
ば
則
ち
煙
飛
び
霧
凝
る
）」
と
最
大
級
の
賛
辞
を
贈
る
の
で

あ
る
が
、
官
は
「
郡
吏
」「
邑
丞
」
に
留
ま
り
、
結
局
は
「
才
難
」

で
あ
っ
た
と
す
る
。

　

次
に
語
ら
れ
る
の
は
、
盧
照
鄰
の
親
族
の
「
杲
之
」
と
「
昂
之
」

で
あ
る
。
彼
ら
の
才
に
対
し
て
も
同
様
の
賛
辞
を
贈
る
の
で
あ
る
が
、

彼
ら
は
「
以
方
圓
異
用
、
遭
遇
殊
時
。
故
才
高
而
位
下
、
咸
默
默
以

遲
遲
（
方
圓
用
を
異
に
し
、
遭
遇
時
を
殊
に
す
る
を
以
て
の
故
に
才

高
か
れ
ど
も
位
下ひ

く

く
、
咸
な
默
默
と
し
て
以
て
遲
遲
た
り
）」
と
し
、

適
切
な
配
置
が
為
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
時
代
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
こ
と
、
即
ち
外
在
的
要
因
に
よ
っ
て
「
才
難
」
で
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。

　

前
代
の
才
難
、
近
代
の
才
難
、
親
族
の
才
難
と
、
徐
々
に
自
己
へ

と
近
づ
く
が
、
悲
才
難
で
は
最
後
ま
で
自
身
の
才
難
に
は
言
及
し
な

い
（
（
（

。

　
「
釋
疾
文
」
に
於
い
て
も
才
難
は
語
ら
れ
て
い
る
が
、「
五
悲
」
と

異
な
る
点
は
二
点
あ
る
。
そ
れ
は
「
下
筆
則
煙
飛
雲
動
、
落
紙
則
鸞

廻
鳳
驚
（
下
筆
す
れ
ば
則
ち
煙
飛
び
雲
動
き
、
落
紙
す
れ
ば
則
ち
鸞

廻
り
鳳
驚
く
）」〈
粤
若
〉
と
、
自
身
の
才
を
存
分
に
述
べ
て
自
己
称
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揚
を
行
っ
て
い
る
点
と
、「
屢
下
蒲
帛
之
書
、
值　

有
幽
憂
之
疾
。

蓋
有
才
無
時
、
亦
命
也
。
有
時
無
命
、
亦
命
也
（
屢
し
ば
蒲
帛
の
書

を
下
す
も
、
余
に
幽
憂
の
疾
有
る
に
值
う
。
蓋
し
才
有
り
て
時
無
き

は
、
亦
た
命
な
り
。
時
有
り
て
命
無
き
も
、
亦
た
命
な
り
）」〈
粤

若
〉
と
、
時
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
「
余
」
の
「
才
難
」

に
言
及
し
な
が
ら
そ
れ
を
「
命
也
」
と
す
る
点
で
あ
る
（
（
（

。

　

自
己
に
言
及
せ
ぬ
ま
ま
、
時
運
に
恵
ま
れ
ず
才
を
十
全
に
発
揮
し

得
な
か
っ
た
者
達
を
嘆
く
「
五
悲
」
と
、
自
身
の
才
難
を
存
分
に
語

り
な
が
ら
、
そ
れ
を
「
命
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
「
釋
疾
文
」
と
の

態
度
の
違
い
は
一
体
何
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
釋
疾
文
」
に
は
各
文
の
後
に
歌
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は

「
死
去
死
去
兮
今
如
此
、
生
兮
生
兮
奈
汝
何
（
死
に
去
り
死
に
去
り

て
今
此
の
如
し
、
生
よ
生
よ
汝
を
奈
何
せ
ん
）」〈
粤
若
〉、「
麟
兮
鳳

兮
、
自
古
吞
恨
無
已
（
麟
よ
鳳
よ
、
古
自
り
恨
み
を
吞
み
て
已
む
こ

と
無
し
）」〈
悲
夫
〉
と
、「
疾
」
の
先
に
あ
る
自
ら
の
死
を
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
語
り
手
の
姿
が
出
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
釋
疾

文
」
の
最
終
篇
に
当
た
る
命
曰
に
附
さ
れ
た
歌
で
は
、「
倐
爾
而
笑
、

汎
滄
浪
兮
不
歸
（
倐
爾
と
し
て
笑
い
、
滄
浪
に
汎う

か

び
て
歸
ら
ず
）」

と
し
て
、
死
を
受
容
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
「
釋
疾
文
」
は
、
三
篇
連
作
の
中
で
『
楚
辭
』
特
に

「
離
騷
」
を
踏
襲
し
つ
つ
、
汨
羅
に
身
を
投
げ
た
屈
原
と
自
ら
と
を

余

比
擬
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、「
疾
」
か
ら
「
釋
」
き
放
た
れ
る

こ
と

―
自
ら
の
死
を
受
容
す
る
こ
と

―
が
目
的
と
な
っ
て
い
る

と
言
え
る
。
そ
の
過
程
で
疾
に
あ
る
書
き
手
と
し
て
の
自
己
が
肯
定

さ
れ
、
自
ら
の
才
難
も
「
命
」
と
し
て
解
決
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う

構
造
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
「
五
悲
」
悲
才
難
に
於
い
て
は
、
自
己
へ
の

言
及
は
為
さ
れ
な
い
。「
釋
疾
文
」
に
て
、
自
己
を
存
分
に
語
る
こ

と
が
屈
原
と
の
比
擬
、
そ
し
て
自
己
肯
定
の
為
の
方
法
と
し
て
で
あ

っ
た
よ
う
に
、「
五
悲
」
も
直
接
的
に
自
己
を
語
ら
ず
、
仮
託
を
表

出
す
る
こ
と
を
方
法
と
し
、
寧
ろ
そ
れ
が
却
っ
て
自
己
を
多
角
的
に

見
つ
め
、
自
ら
を
鋭
く
抉
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
筆
者
は

考
え
る
。Ⅱ

〈「
五
悲
」
悲
窮
通
〉

　

二
悲
曰
、
涙
流
公
子
、
傷
心
久
之
。
歷
萬
古
以
抽
恨
、
橫
八
荒
而

選
悲
。
有
幽
巖
之
臥
客
、
兀
中
林
而
坐
思
。
形
枯
槁
以
崎
嶬
、
足
聯

踡
以
緇
釐
。
悄
悄
兮
忽
愴
、
眇
眇
兮
惆
悵
。
迢
遙
兮
獨
蹇
、
淹
留
兮

空
谷
。
…
…
公
子
方
撫
其
背
而
曳
其
裾
曰
、
子
非
有
唐
之
文
士
與
、

燕
地
之
高
門
與（

（1
（

。
昔
也
子
之
少
、
則
玉
樹
金
枝
。
及
其
長
、
則
龍
章

鳳
姿
。
立
身
則
淹
中
不
足
言
其
禮
、
揮
翰
則
江
左
莫
敢
論
其
詩
。
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…
…
痛
私
門
之
禍
速
、
惜
公
車
之
詔
遲
。
豈
期
晦
明
乖
序
、
寒
燠
愆

度
。
鱗
傷
羽
折
、
筋
攣
肉
蠹
、
離
披
於
丹
澗
之
隅
、
觳
觫
於
藪
山
之

路
。
已
焉
哉
、
已
焉
哉
。
崑
山
玉
石
忽
摧
頹
。
事
去
矣
、
事
去
矣
。

古
今
聖
賢
悲
何
已
。

　
（
二
の
悲
し
み
に
曰
く
、
流
涙
の
公
子
、
傷
心
す
る
こ
と
之
を
久

し
う
す
。
萬
古
を
歷
て
以
て
恨
を
抽ぬ

き
、
八
荒
に
橫
ぎ
り
て
悲
を
選か

ぞ

う
。
幽
巖
の
臥
客
有
り
、
中
林
に
兀
と
し
て
坐
し
て
思
う
。
形
は
枯

槁
し
て
以
て
崎
嶬
た
り
、
足
は
聯
踡
と
し
て
以
て
緇
釐
た
り
。
悄
悄

と
し
て
忽
ち
愴い

た

み
、
眇
眇
と
し
て
惆
悵
す
。
獨
蹇
に
迢
遙
し
、
空
谷

に
淹
留
す
。
…
…
公
子
方
に
其
の
背
を
撫
で
其
の
裾
を
曳
き
て
曰
く
、

子
は
有
唐
の
文
士
に
非
ず
や
、
燕
地
の
高
門
な
ら
ん
か
。
昔
子
の
少

け
れ
ば
、
則
ち
玉
樹
金
枝
な
り
。
其
の
長
ず
る
に
及
べ
ば
、
則
ち
龍

章
鳳
姿
な
り
。
身
を
立
つ
れ
ば
則
ち
淹
中
其
の
禮
を
言
う
に
足
ら
ず
、

翰
を
揮
え
ば
則
ち
江
左
敢
え
て
其
の
詩
を
論
ず
る
こ
と
莫
し
。
…
…

私
門
の
禍
速
か
な
る
を
痛
み
、
公
車
の
詔
遲
き
を
惜
し
む
。
豈
に
晦

明
の
序
に
乖
き
、
寒
燠
の
度
に
愆た

が

う
を
期
せ
ん
や
。
鱗
傷
み
羽
折
れ
、

筋
攣
り
て
肉
蠹そ

こ

な
わ
れ
、
丹
澗
の
隅
に
離
披
し
、
藪
山
の
路
に
觳
觫

す
。
已や

ん

焉ぬ
る

か
な
、
已
焉
か
な
。
崑
山
の
玉
石
忽
ち
摧
頹
す
。
事
去
れ

り
、
事
去
れ
り
。
古
今
の
聖
賢
の
悲
何
ぞ
已
ま
ん
や
）

　

悲
窮
通
で
着
眼
す
べ
き
は
、「
涙
流
公
子
」「
幽
巖
之
臥
客
」
が
出

現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
臥
客
」
の
身
は
枯
れ
果
て
、
足
は
曲
が

り
く
ね
っ
て
い
る
。
心
身
「
半
死
」「
中
絶
」
状
態
で
あ
り
（
（1
（

、「
幽
巖

之
臥
客
」
は
疾
に
伏
し
て
い
る
盧
照
隣
の
仮
託
と
し
て

0

0

0

0

0

考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
こ
に
書
き
手
自
身
を
「
余
」
と
し
て
雄
弁
に
語
る

「
釋
疾
文
」
と
の
明
確
な
違
い
が
あ
る
。

　

さ
て
、「
臥
客
」
の
窮
と
通
と
の
変
貌
を
み
て
、「
公
子
」
は
「
天

道
如
何
、
自
古
相
嗟
（
天
道
如
何
せ
ん
、
古
自
り
相
い
嗟
く
）」
と
、

天
道
へ
の
懐
疑
を
呈
す
。
こ
れ
と
同
様
の
表
現
は
、「
釋
疾
文
」
命

曰
に
も
「
百
罹
兮
六
極
、
横
集
兮　

身
。
長
攣
圈
以
偃
蹇
、
永
伊

鬱
以
呻
嚬
。
天
道
何
從
、
自
古
多
邛
（
百
罹
と
六
極
と
、
我
が
身
に

横
集
す
。
長
し
え
に
攣
圈
し
て
以
て
偃
蹇
し
、
永
し
え
に
伊
鬱
し
て

以
て
呻
嚬
す
。
天
道
何
ぞ
從
わ
ん
、
古
自
り
多
く
邛や

む
）」
と
あ
る
。

「
釋
疾
文
」
で
は
こ
の
後
、
天
上
に
遊
び
太
上
老
君
・
伯
陽
の
も
と

を
訪
ね
て
真
訣
を
授
か
る
「
余
」
の
姿
が
描
か
れ
（
（1
（

、「
我
」
の
窮
に

端
を
発
す
る
「
天
道
」
へ
の
懐
疑
は
表
現
次
元
に
於
い
て
解
決
さ
れ

0

0

0

0

て
い
る

0

0

0

。

　

一
方
悲
窮
通
で
は
、
項
羽
・
荊
卿
・
蘇
武
・
溫
序
・
關
羽
・
田
橫

等
の
功
績
を
挙
げ
た
後
に
、「
廻
首
永
訣
、
吞
聲
何
道
（
首
を
廻
ら

せ
て
永
し
え
に
訣わ

か

る
れ
ば
、
聲
を
吞
み
て
何
を
か
道い

わ
ん
）」
と
し
、

生
死
や
窮
通
の
変
化
は
量
り
が
た
い
と
し
、
獻
帝
・
懷
王
の
如
く
窮

し
て
い
る
状
態
に
あ
っ
て
も
、
周
囲
は
全
く
気
に
か
け
な
い
こ
と
を
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嘆
く
（
（1
（

。
結
果
導
か
れ
る
の
は
、
生
前
ど
の
様
に
優
れ
た
業
績
を
残
そ

う
が
「
溘
臥
（
病
に
倒
れ
る
）」
し
て
し
ま
っ
て
は
無
意
味
で
あ
り
、

「
假
使
百
年
兮
上
壽
、
又
何
足
以
存
存
（
假た

と
い使

百
年
上
壽
な
る
も
、

又
た
何
ぞ
以
て
存
存
と
す
る
に
足
ら
ん
や
）」
と
、
存
在
す
る
こ
と

自
体
に
は
意
味
が
な
い
と
い
う
結
論
で
あ
っ
て
、
解
決
に
は
至
っ
て

い
な
い
（
（1
（

。

　

公
子
は
「
撫
其
背
而
曳
其
裾
」
し
、
ま
た
同
情
の
「
涙
流
」
が
示

さ
れ
て
い
る
様
に
、
表
面
上
は
前
掲
高
木
正
一
論
文
が
指
摘
す
る
通

り
「
臥
客
を
慰
め
」
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
却
っ
て
鋭
い

批
判
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
批
判
す
る
「
公
子
」
と
、

批
判
さ
れ
る
「
臥
客
」
と
に
分
け
、
自
己
を
客
観
的
に
見
つ
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

悲
窮
通
を
承
け
、
つ
づ
く
悲
昔
遊
で
も
仮
託
が
出
現
す
る
。

〈「
五
悲
」
悲
昔
遊
〉

　

三
悲
曰
、
竒
峰
合
沓
半
隠
天
、
綠
蘿
蒙
蘢
水
潺
湲
。
因
嵌
巖
以
爲

室
、
就
芬
芳
以
列
筵
。
川
谷
縈
廻
兮
迷
路
徑
、
山
嶂
重
復
兮
無
人
煙
。

當
谽
谺
之
洞
壑
、
臨
決
咽
之
奔
泉
。
中
有　
　
　
　

、
長
寂
寞
以

思
禪
。
暮
色
蹐
蹐
、
朝
思
綿
綿
。
形
半
生
而
半
死
、
氣
一
絶
而
一
連
。

（
三
の
悲
し
み
に
曰
く
、
竒
峰
は
合
沓
し
て
半な

か

ば
天
を
隠
し
、
綠
蘿

は
蒙
蘢
と
し
て
水
は
潺
湲
た
り
。
嵌
巖
に
因
り
て
以
て
室
を
爲
り
、

幽
憂
之
子

芬
芳
に
就
き
て
以
て
筵
を
列
ぬ
。
川
谷
は
縈
廻
し
て
路
徑
に
迷
い
、

山
嶂
は
重
復
し
て
人
煙
無
し
。
谽
谺
の
洞
壑
に
當
り
、
決
咽
の
奔
泉

に
臨
む
。
中
に
幽
憂
の
子
有
り
、
長
し
え
に
寂
寞
し
て
以
て
禪
を
思

う
。
暮
に
は
色
蹐
蹐
た
り
、
朝
に
は
思
綿
綿
た
り
。
形
は
半
生
半
死
、

氣
は
一
絶
一
連
な
り
）

　

悲
昔
遊
で
は
、「
幽
憂
之
子
」
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。「
幽
憂
之

子
」
は
「
自
言
少
年
遊
宦
、
來
從
北
燕
。
淮
南
芳
桂
之
嶺
、
峴
北
明

珠
之
川
。
東
魯
則
過
仲
尼
之
故
宅
、
西
蜀
則
耕
武
侯
之
薄
田
（
自
ら

言
う
少
年
遊
宦
し
、
北
燕
從
り
來
る
。
淮
南
の
芳
桂
の
嶺
、
峴
北
の

明
珠
の
川
。
東
魯
は
則
ち
仲
尼
の
故
宅
を
過
り
、
西
蜀
は
則
ち
武
侯

の
薄
田
に
耕
す
）」
と
述
べ
、
嘗
て
の
「
遊
宦
」
へ
言
及
す
る
。
こ

の
遊
宦
の
記
述
は
盧
照
鄰
自
身
の
経
歴
を
あ
る
程
度
な
ぞ
っ
た
も
の

で
あ
り
、
か
つ
盧
照
鄰
の
号
が
幽
憂
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
（1
（

、
こ
こ
で

の
「
幽
憂
之
子
」
は
先
述
の
公
子
・
臥
客
以
上
に
書
き
手
に
近
づ
い

た
仮
託
と
し
て
理
解
し
て
よ
い
。

　

過
去
の
栄
華
を
想
起
す
る
こ
と
は
、
そ
う
あ
り
得
な
い
現
状
を
見

つ
め
直
す
契
機
と
な
る
。

　

一
朝
憔
悴
無
氣
力
、
曝
骸
委
骨
龍
門
側
。
當
時
相
重
若
鴻
鐘
、
今

日
相
輕
比
蟬
翼
。
代
情
兮
共
此
、
何　

哀
之
能
得
。
使　

孤
猿
哀

余

我

―
―
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怨
、
獨
鶴
驚
鳴
、
蘿
月
寡
色
、
風
泉
罷
聲
。
嗟
昊
天
之
不
弔
、
悲
后

土
之
無
情
。
松
架
森
沈
兮
戸
内
掩
、
石
樓
摧
折
兮
柱
將
傾
。
竊
不
敢

當
雨
露
之
恩
惠
、
長
痛
恨
于
此
生
。

　
（
一
朝
に
し
て
憔
悴
し
て
氣
力
無
く
、
骸
を
曝
し
骨
を
委す

つ
龍
門

の
側
。
當
時
は
相
い
重
ん
ぜ
ら
る
こ
と
鴻
鐘
の
若
く
、
今
日
は
相
い

輕
ん
ぜ
ら
る
こ
と
蟬
翼
に
比
す
。
代
情
此
を
共
に
す
れ
ば
、
余
何
の

哀
し
み
か
之
れ
能
く
得
ん
や
。
我
が
孤
猿
を
し
て
哀
怨
し
、
獨
鶴
を

し
て
驚
鳴
せ
し
め
、
蘿
月
は
色
寡
く
、
風
泉
は
聲
罷
む
。
昊
天
の
弔い

た

ら
ざ
る
を
嗟
き
、
后
土
の
情
無
き
を
悲
し
む
。
松
架
は
森
沈
と
し
て

戸
内
に
掩
い
、
石
樓
は
摧
折
し
て
柱
將
に
傾
か
ん
と
す
。
竊
か
に
敢

え
て
雨
露
の
恩
惠
に
當
ら
ざ
る
に
、
長
し
え
に
此
の
生
を
痛
恨
す
）

　

悲
才
難
か
ら
こ
こ
ま
で
、
一
人
称
は
意
図
的
に
避
け
ら
れ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
「
余
」「
我
」
と
い
う
一
人
称
が
二
度
に
わ
た
っ
て
出

現
し
て
い
る
こ
と
は
着
眼
す
べ
き
点
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
は
「
幽
憂

之
子
」
の
「
自
言
」
中
の
一
人
称
で
あ
り
、
直
接
的
に
書
き
手
（
盧

照
鄰
）
を
示
す
も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、
仮
託
か
ら
漏
れ
出
し
た
書

き
手
の
意
識
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
悲
今
日
の
記
述
で
あ
る
。

Ⅲ

　

悲
今
日
で
は
、
旧
友
と
過
ご
し
た
昔
時
の
栄
華
と
、
疾
に
倒
れ
た

現
在
の
状
況
が
対
比
さ
れ
て
語
ら
れ
た
後
に
、「
河
瀆
漂
母
」「
隴
上

樵
夫
」
が
出
現
す
る
。

〈「
五
悲
」
悲
今
日
〉

　

則
有
河
瀆
漂
母
、
隴
上
樵
夫
。
盤
餐
帶
粟
、
粥
麵
兼
麩
。
藜
羮
一

簋
、
濁
酒
一
壺
。
夫
負
妻
帶
、
男
歡
女
娯
。
攀
重
巒
之
岝
㟧
、
歷
飛

澗
之
﨑
嶇
。
哀
王
孫
而
進
饋
、
問
公
子
之
所
須
。
因
謂　

曰
、
可

憐
可
憐
。
聖
人
之
過
久
矣
、
君
子
之
罪
多
焉
。

（
則
ち
河
瀆
の
漂
母
、
隴
上
の
樵
夫
有
り
。
盤
餐
は
粟
を
帶
び
、
粥

麵
は
麩
を
兼
ぬ
。
藜
羮
一
簋
、
濁
酒
一
壺
。
夫
は
負
い
妻
は
帶
び
、

男
は
歡
び
女
は
娯
し
む
。
重
巒
の
岝
㟧
を
攀
り
て
、
飛
澗
の
﨑
嶇
を

歷
た
り
。
王
孫
を
哀
み
て
饋
を
進
め
、
公
子
の
須
む
る
所
を
問
う
。

因
り
て
余
に
謂
い
て
曰
く
、
憐
れ
む
べ
し
憐
れ
む
べ
し
。
聖
人
の
過

ち
久
し
く
、
君
子
の
罪
多
し
）

　

悲
今
日
で
着
眼
す
べ
き
は
、「
余
」
と
い
う
一
人
称
が
出
現
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
先
の
「
幽
憂
之
子
」
の
も
の
と
は
異
な
り
、
こ
れ

は
明
ら
か
に
書
き
手
（
盧
照
鄰
）
と
し
て
の
「
余
」
で
あ
る
。
悲
窮

余口
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通
・
悲
昔
遊
で
繰
り
返
さ
れ
た
自
己
批
判
に
よ
っ
て
、
表
現
の
外
側

に
あ
る
書
き
手
が
表
現
内
に
引
き
摺
り
込
ま
れ
て
い
る
、
と
読
み
た

い
。

　

漂
母
・
樵
夫
が
「
王
孫
（
で
あ
る
余
）」
を
哀
れ
ん
で
「
饋
」
を

進
め
（
（1
（

、「
公
子
（
＝
王
孫
＝
余
）」
に
「
須
」
め
る
と
こ
ろ
を
問
う
。

　

漂
母
・
樵
夫
は
、「
自
昔
相
逢
、
把
臂
談
玄
、
横
雕
龍
於
翠
尾
、

飛
縞
鳳
於
瓊
筵
。
各
自
雲
騰
羽
化
、
谷
變
鶯
遷
。
鳴
香
車
於
闕
下
、

曳
珠
履
於
君
前
。
豈
憶
荒
山
之
幽
絶
、
寧
知
枯
骨
之
可
憐
（
昔
自
り

相
い
逢
わ
ば
、
臂
を
把
り
て
玄
を
談
じ
、
雕
龍
を
翠
尾
に
横
た
え
、

縞
鳳
を
瓊
筵
に
飛
ば
す
。
各お

の

自お
の

雲
騰
羽
化
し
、
谷
變
鶯
遷
す
。
香
車

を
闕
下
に
鳴
ら
し
、
珠
履
を
君
前
に
曳
く
。
豈
に
荒
山
の
幽
絶
を
憶

わ
ん
や
、
寧
ぞ
枯
骨
の
憐
れ
む
べ
き
を
知
ら
ん
や
）」
と
、
旧
友
の

出
世
と
病
に
倒
れ
た
惨
め
な
「
余
」
の
有
様
と
を
対
照
的
に
語
り
、

「
枯
骨
」
た
る
「
余
」
が
誰
に
も
顧
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
言
う
。
更

に
は
、「
傳
語
千
秋
萬
古
（
（1
（

、
寄
言
白
日
黄
泉
。
雖
有
羣
書
萬
卷
、
不

及
囊
中
一
錢
（
語
を
千
秋
萬
古
に
傳
え
、
言
を
白
日
黄
泉
に
寄
す
。

羣
書
萬
卷
有
る
と
雖
も
、
囊
中
の
一
錢
に
及
ば
ず
）」
と
し
、
後
世

の
評
価
を
期
待
し
て
群
書
万
巻
を
残
し
て
も
何
の
意
味
も
為
さ
な
い

と
い
う
強
い
否
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

悲
窮
通
で
語
ら
れ
て
い
た
、
疾
に
あ
る
自
己
の
惨
状
を
再
度
「
枯

骨
」
と
し
て
捉
え
な
お
し
、
悲
昔
遊
で
「
幽
憂
之
子
」
が
語
っ
た
、

過
去
の
栄
華
と
対
比
さ
れ
た
悲
惨
な
現
状
を
再
び
確
認
し
た
上
で
、

そ
れ
ら
が
書
き
手
と
近
し
い
「
余
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点

に
於
い
て
、
よ
り
強
烈
な
自
己
否
定
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
仮
託
を
用
い
な
が
ら
、
徹
底
的
に
自
己
否
定
（
仮
託
か

ら
仮
託
へ
の
批
判
→
仮
託
か
ら
書
き
手
と
し
て
の
「
余
」
へ
の
否

定
）
が
為
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
多
角
的
な
自
己
否
定
の
先
に

帰
趨
す
る
の
は
、
一
体
ど
の
様
な
も
の
な
の
か
。

　
「
五
悲
」
の
最
後
に
置
か
れ
る
の
は
悲
人
生
で
あ
る
。
悲
人
生
で

は
、
儒
・
道
の
二
者
に
対
し
て
、
仏
家
の
立
場
に
あ
る
「
超
然
之
大

聖
」
が
語
り
か
け
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

「
儒
」
で
は
「
無
我
」「
無
生
」「
無
愛
」「
無
行
」
等
の
仏
家
の
境
地

に
は
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
（
（1
（

、「
道
」
で
は
「
三
昧
」「
六
通
」

等
の
境
地
に
は
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
（1
（

、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

〈「
五
悲
」
悲
人
生
〉

　

所
言
未
畢
、
儒
道
二
客
離
席
、
再
拜
稽
首
而
稱
曰
、
大
聖
哉
。
丘

晩
聞
道
、
聃
今
已
老
、
徒
知
其
一
、
未
究
其
術
。
何
異
夫
戴
盆
望
天
、

倚
杖
逐
日
。
蒼
蒼
之
氣
未
辨
、
昭
昭
之
光
已
失
。
嗚
呼
、
優
優
羣
品
、

遑
遑
衆
人
、
雖
鑿
其
竅
、
未
知
其
身
。
來
從
何
道
、
去
止
何
津
、
誰

爲
其
業
、
誰
作
其
因
。
一
翻
一
覆
兮
如
掌
、
一
生
一
死
兮
若
輪
。
不

有
大
聖
、
誰
起
大
悲
。
請
北
面
而
趨
伏
、
願
終
身
而
教
之
。
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（
言
う
所
未
だ
畢お

わ
ら
ず
し
て
、
儒
道
の
二
客
は
離
席
し
、
再
拜
稽

首
し
て
稱
し
て
曰
く
、
大
聖
な
る
か
な
。
丘
は
晩
に
道
を
聞
き
、
聃

は
今
已
に
老
い
、
徒
だ
其
の
一
を
知
り
、
未
だ
其
の
術
を
究
め
ず
。

何
ぞ
夫
の
盆
を
戴
せ
天
を
望
み
、
杖
に
倚
り
て
日
を
逐
う
に
異
な
ら

ん
や
。
蒼
蒼
の
氣
未
だ
辨
ぜ
ず
、
昭
昭
の
光
已
に
失
う
。
嗚あ

呼あ

、
優

優
た
る
羣
品
、
遑
遑
た
る
衆
人
、
其
の
竅あ

な

を
鑿う

が

つ
と
雖
も
、
未
だ
其

の
身
を
知
ら
ず
。
來
た
り
て
從
う
は
何
れ
の
道
、
去
り
て
止
む
は
何

れ
の
津
、
誰
か
其
の
業
を
爲
し
、
誰
か
其
の
因
を
作
さ
ん
。
一
翻
一

覆
は
掌
の
如
く
、
一
生
一
死
は
輪
の
若
し
。
大
聖
に
有
ら
ず
ん
ば
、

誰
か
大
悲
を
起
さ
ん
。
請
う
北
面
し
て
趨
伏
し
、
願
わ
く
は
終
身
之

に
教
え
ん
こ
と
を
）

　
「
大
聖
」
の
言
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、「
儒
道
二
客
」
が
席
を
立
ち
、

大
聖
に
教
え
を
請
う
。「
釋
疾
文
」
粤
若
に
「
先
朝
好
吏
、
予
方
學

於
孔
墨
。
今
上
好
法
、
予
晩
受
乎
老
莊
（
先
朝
吏
を
好
め
ば
、
予
方

に
孔
墨
に
學
ぶ
。
今
上
法
を
好
め
ば
、
予
晩
に
老
莊
を
受
く
）」
と

あ
る
様
に
、
こ
れ
も
儒
・
道
に
傾
倒
し
た
自
己
を
仏
家
の
立
場
か
ら

否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
は
自
己
否
定
の
構
造
を
読
む
こ
と

が
で
き
る
。

　

確
か
に
盧
照
鄰
は
「
寄
裴
舍
人
諸
公
遺
衣
藥
直
書
」
で
「
余
不
幸

遇
斯
疾
、
母
兄
哀
憐
、
破
産
以
供
醫
藥
。
…
晚
更
篤
信
佛
法
（
余
不

幸
に
し
て
斯
の
疾
に
遇
い
、
母
兄
哀
憐
し
、
産
を
破
り
て
以
て
醫
藥

に
供
す
。
…
晚
に
更
に
篤
く
佛
法
を
信
ず
）」
と
述
べ
る
様
に
、
疾

に
侵
さ
れ
た
後
に
仏
教
へ
傾
倒
し
て
い
る
。

　

晩
年
仏
教
に
傾
倒
し
た
こ
と
は
彼
自
身
が
述
べ
て
お
り
、「
五

悲
」
で
自
己
否
定
の
先
に
最
終
的
に
仏
家
の
境
地
に
到
達
し
て
救
済

さ
れ
た
、
と
結
論
づ
け
る
の
は
早
急
で
あ
り
、「
五
悲
」「
釋
疾
文
」

両
文
の
関
係
性
の
上
で
把
捉
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

　
「
五
悲
」
で
は
、
自
己
を
繰
り
返
し
否
定
す
る
こ
と
が
目
的
と
な

っ
て
い
た
と
言
え
る
。
自
己
否
定
に
は
、
自
ら
を
客
観
的
に
見
つ
め

る
視
点
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
「
五
悲
」
で
は
、
表
現
内
部
に

仮
託
を
複
数
表
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
客
観
的
か
つ
多
角

的
に
批
判
・
否
定
し
て
い
た
。

　

悲
窮
通
に
於
い
て
は
、
仮
託
（
涙
流
公
子
）
が
仮
託
（
幽
巖
之
臥

客
）
を
批
判
し
、
悲
昔
遊
で
は
仮
託
（
幽
憂
之
子
）
の
独
白
を
通
じ

て
自
己
批
判
が
為
さ
れ
て
い
た
。

　

悲
今
日
で
は
、
悲
窮
通
・
非
昔
遊
で
確
認
さ
れ
た
悲
惨
な
現
状
が

漂
母
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
否
定
は
表
現
次
元
に
引

き
摺
り
込
ま
れ
た
書
き
手
「
余
」
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至

っ
て
、
よ
り
強
烈
な
自
己
否
定
が
行
わ
れ
て
い
た
。
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徹
底
し
た
自
己
否
定
が
行
わ
れ
た
後
、
そ
れ
に
反
発
す
る
形
で
の

自
己
肯
定
が
行
わ
れ
る
（
否
定
は
、
止
揚
さ
れ
る
べ
き
否
定
と
し

て
）
こ
と
、
そ
の
様
に
表
現
す
る
こ
と
で
現
実
に
あ
る
書
き
手
が
救

済
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
自
己
否
定
を
行
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
と

い
う
の
が
筆
者
の
立
場
で
あ
る
が
（
（2
（

、「
五
悲
」
で
は
自
己
否
定
→
自

己
肯
定
の
ド
ラ
マ
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。「
仏
」
の
境
地
が
一
つ
の

到
達
点
と
し
て
突
如
提
示
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

繰
り
返
さ
れ
た
自
己
否
定
か
ら
反
発
す
る
形
で
表
現
さ
れ
た
も
の

こ
そ
、「
釋
疾
文
」
に
於
け
る
書
き
手
「
余
・
吾
・
予
・
我
」
の
屈

原
と
の
比
擬
、
並
び
に
「
離
騷
」
的
世
界
で
真
訣
を
授
か
り
疾

（
死
）
を
受
容
す
る
語
り
手
（
＝
書
き
手
）
の
姿
、
そ
し
て
そ
の
過

程
で
行
わ
れ
る
自
己
肯
定
な
の
で
あ
り
、「
五
悲
」「
釋
疾
文
」
は
、

こ
の
よ
う
な
関
係
性
の
中
で
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　　
　

注

（
1
）「
五
悲
」「
釋
疾
文
」
の
制
作
年
に
つ
い
て
、
李
雲
逸
校
注
『
盧
照
鄰

集
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
）
は
永
淳
元
（
六
八
二
）
年
と
し
、

傅
璇
琮
「
盧
照
鄰
楊
炯
簡
譜
」（
徐
明
霞
點
校
『
盧
照
鄰
集
楊
炯
集
』、

中
華
書
局
、
一
九
八
〇
に
所
収
）
は
「
釋
疾
文
」
の
制
作
年
を
調
露
二

（
六
八
〇
）
年
と
す
る
。

（
2
）
高
木
重
俊
「
盧
照
鄰
の
文
学
」（
加
賀
博
士
退
官
記
念
『
中
国
文
史

哲
学
論
集
』、
講
談
社
、
一
九
七
九
。
後
に
高
木
重
俊
『
初
唐
文
学
論
』、

研
文
出
版
、
二
〇
〇
五
に
所
収
）

（
3
）
こ
の
傾
向
は
初
唐
期
に
対
す
る
先
行
研
究
が
、
当
時
の
文
学
趨
勢
か

ら
如
何
に
し
て
盛
唐
詩
と
い
う
完
成
形
へ
移
行
し
て
い
く
か
と
い
う
点
、

特
に
そ
の
音
声
的
・
表
現
形
式
的
接
近
に
主
眼
を
置
い
て
展
開
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

（
4
）
本
稿
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
李
雲
逸
校
注
『
盧
照
鄰
集
校
注
』

（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
）
に
拠
っ
た
。
尚
、
全
唐
文
・
文
苑
英
華
は

「
五
悲
文0

」
に
作
る
。

（
5
）「
九
歌
」「
七
啟
」
等
と
「
五
悲
」
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
別
稿
を

予
定
し
て
い
る
。

（
6
）
高
木
正
一
「
盧
照
鄰
の
伝
記
と
文
学
」（『
立
命
館
文
學
』
一
九
六
、

一
九
六
一
。
後
に
高
木
正
一
『
六
朝
唐
詩
論
考
』、
創
文
社
、
一
九
九
九

に
所
収
）

（
7
）『
史
記
』
周
本
紀
に
「
長
子
太
伯
・
虞
仲
知
古
公
欲
立
季
歷
以
傳
昌
、

乃
二
人
亡
如
荊
蠻
、
文
身
斷
髮
、
以
讓
季
歷
（
長
子
太
伯
・
虞
仲
は
古

公
の
季
歷
を
立
て
ん
と
欲
す
る
を
知
り
以
て
昌
に
傳
え
、
乃
ち
二
人
亡の

が

れ
て
荊
蠻
に
如
き
、
身
に
文
し
て
髮
を
斷
ち
、
以
て
季
歷
に
讓
る
）」
と

あ
る
。
ま
た
、
王
粲
「
七
哀
詩
」
の
「
復
棄
中
國
去
、
遠
身
適
荊
蠻

（
復
た
中
國
を
棄
て
去
り
、
身
を
遠
ざ
け
て
荊
蠻
に
適
く
）」
と
あ
る
。

（
8
）
こ
の
後
も
自
己
へ
の
言
及
は
見
え
ず
、『
莊
子
』
を
踏
ま
え
「
至
道

之
精
、
窅
窅
冥
冥
。
至
道
之
極
、
昏
昏
默
默
（
至
道
の
精
は
、
窅
窅
冥

冥
た
り
。
至
道
の
極
は
、
昏
昏
默
默
た
り
）」
と
述
べ
た
後
、「
太
平
之
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代
、
萬
物
肫
肫
、
凡
聖
脗
合
、
賢
愚
滑
昏
（
太
平
の
代
は
、
萬
物
肫
肫

と
し
て
、
凡
と
聖
と
脗
合
し
、
賢
と
愚
と
滑
昏
す
）」
と
し
て
、
太
平
の

代
に
は
凡
・
聖
、
賢
・
愚
の
区
別
が
な
か
っ
た

―
故
に
「
才
難
」
も

生
じ
な
か
っ
た
と
す
る
。

（
9
）
こ
の
後
「
天
蓋
高
兮
不
可
問
、
地
蓋
廣
兮
不
容
人
。
鍾
鼓
玉
帛
兮
非

　
事
、
池
臺
花
鳥
兮
非　
春
（
天
は
蓋
し
高
く
し
て
問
う
べ
か
ら
ず
、

地
は
蓋
し
廣
く
し
て
人
を
容
れ
ず
。
鍾
鼓
玉
帛
は
吾
が
事
に
非
ず
、
池

臺
花
鳥
は
我
が
春
に
非
ず
）」
と
し
、
全
方
向
的
な
拒
絶
か
ら
浮
き
彫
り

に
さ
れ
る
自
己
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）『
新
唐
書
』
宰
相
世
系
表
に
「
盧
氏
出
自
姜
姓
。
…
田
和
簒
齊
、
盧

氏
散
居
燕
・
齊
之
間
（
盧
氏
は
姜
姓
自
り
出
づ
。
…
田
和
齊
を
簒
い
、

盧
氏
燕
・
齊
の
間
に
散
居
す
）」
と
あ
る
。

（
11
）「
骸
骨
半
死
、
血
氣
中
絶
。
四
支
萎
墮
、
五
官
欹
缺
。
皮
襞
積
而
千

皺
、
衣
聯
褰
而
百
結
。
毛
落
鬢
禿
、
無
叔
子
之
明
眉
。
唇
亡
齒
寒
、
有

張
儀
之
羞
舌
。
仰
而
視
晴
、
翳
其
若
瞢
。
俯
而
動
身
、
羸
而
欲
折
。
神

若
存
而
若
亡
、
心
不
生
而
不
滅
（
骸
骨
は
半
ば
死
し
、
血
氣
は
中
ば
絶

つ
。
四
支
は
萎
墮
し
、
五
官
は
欹
缺
す
。
皮
は
襞
積
し
て
千
皺
あ
り
、

衣
は
聯
褰
し
て
百
結
あ
り
。
毛
落
ち
鬢
禿
げ
、
叔
子
の
明
眉
無
し
。
唇

亡
び
齒
寒
く
、
張
儀
の
羞
舌
有
り
。
仰
ぎ
て
晴
を
視
れ
ど
も
、
翳
る
こ

と
其
れ
瞢
の
若
し
。
俯
し
て
身
を
動
せ
ど
、
羸
せ
て
折
れ
ん
と
欲
す
。

神
は
存
す
る
が
若
く
亡
ぶ
が
若
く
、
心
は
生
ぜ
ず
し
て
滅
せ
ず
）」

（
12
）「
釋
疾
文
」
命
曰
は
、
伯
陽
の
言
を
受
け
た
後
に
「　
於
是
乎
嗒
然

而
喪
其
偶
、
倐
爾
而
失
其
知
（
余
是
に
於
い
て
か
嗒
然
と
し
て
其
の
偶

を
喪
い
、
倐
爾
と
し
て
其
の
知
を
失
う
）」
と
す
る
。

吾

我

余

（
13
）「
及
夫
獻
帝
偷
生
、
懷
王
客
死
、
哀
西
都
之
城
闕
、
憶
南
荊
之
朝
市
。

鳳
凰
樓
上
隴
山
雲
、
鸚
鵡
洲
前
吳
江
水
。
一
離
一
別
兮
、
漢
家
宮
掖
似

神
仙
。
獨
坐
獨
愁
兮
、
楚
國
容
華
競
桃
李
（
夫
の
獻
帝
の
偷
生
、
懷
王

の
客
死
に
及
び
て
は
、
西
都
の
城
闕
を
哀
し
み
、
南
荊
の
朝
市
を
憶
う
。

鳳
凰
樓
上
隴
山
の
雲
、
鸚
鵡
洲
前
吳
江
の
水
。
一
離
一
別
す
る
も
、
漢

家
の
宮
掖
は
神
仙
の
似
し
。
獨
坐
獨
愁
す
る
も
、
楚
國
の
容
華
は
桃
李

を
競
う
）」

（
14
）「
別
有
士
安
多
疾
、
顏
畿
不
起
。
馬
援
困
於
壺
頭
、
冉
耕
悲
於
牖
里
。

平
生
書
劍
、
宿
昔
琴
樽
、
研
精
殫
於
玉
册
、
博
思
浹
於
銅
渾
、
思
欲
爲

龜
爲
鏡
、
立
德
立
言
、
成
天
下
之
亹
亹
、
定
古
今
之
諄
諄
、
一
朝
溘
臥
、

萬
事
寧
論
（
別
に
士
安
の
疾
多
く
、
顏
畿
の
起
た
ざ
る
有
り
。
馬
援
は

壺
頭
に
困
し
み
、
冉
耕
は
牖
里
に
悲
し
む
。
平
生
の
書
劍
、
宿
昔
の
琴

樽
、
研
精
は
玉
册
に
殫
き
、
博
思
は
銅
渾
に
浹
し
、
龜
と
爲
り
鏡
と
爲

り
、
德
を
立
て
言
を
立
て
、
天
下
の
亹
亹
を
成
し
、
古
今
の
諄
諄
を
定

め
ん
と
思
欲
す
る
も
、
一
朝
溘
臥
す
れ
ば
、
萬
事
寧
く
ん
ぞ
論
ぜ
ん
）」

（
15
）「
幽
憂
子
白
。
…
」〈
與
在
朝
諸
賢
書
〉
や
「
幽
憂
子
學
道
於
東
龍
門

山
精
舎
」〈「
與
洛
陽
名
流
朝
士
乞
藥
直
書
」〉
等
の
用
例
が
あ
る
。

（
16
）「
哀
王
孫
而
進
饋
」
は
、
直
接
的
に
は
韓
信
と
漂
母
の
逸
話
を
踏
ま

え
て
い
る
が
、『
楚
辭
』
招
隱
士
「
攀
援
桂
枝
兮
聊
淹
留
。
虎
豹
鬬
兮
熊

羆
咆
。
禽
獸
駭
兮
亡
其
曹
。
王
孫
兮
歸
來
、
山
中
兮
不
可
以
久
留
（
桂

枝
を
攀
援
し
聊
か
淹
留
す
。
虎
豹
鬬
い
て
熊
羆
咆ほ

ゆ
。
禽
獸
駭お

ど
ろき
其
の

曹
を
亡
う
。
王
孫
歸
り
來
れ
、
山
中
は
以
て
久
し
く
留
ま
る
べ
か
ら

ず
）」
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
疾
に
臥
し
て
い
る
自
己
を
招
隱
士
中

の
「
王
孫
」
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
実
際
、
悲
昔
遊
に

口

口

口
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於
い
て
「
幽
憂
之
子
」
の
居
る
場
所
は
招
隱
士
を
踏
ま
え
て
い
る
。

（
17
）
底
本
は
「
傳
與0

千
秋
萬
古
」
に
作
る
が
、
文
苑
英
華
に
従
っ
た
。

（
18
）「
若
夫
正
君
臣
、
定
名
色
、
威
儀
俎
豆
、
郊
廟
社
稷
、
適
足
誇
耀
時

俗
、
奔
競
功
名
。
使
六
藝
相
亂
、
四
海
相
爭
。
我
者
遺
其
無
我
、
生
者

哀
其
無
生
、
孰
與
乎
身
肉
手
足
、
濟
生
人
之
塗
炭
、
國
城
府
庫
、
恤
貧

者
之
經
營
、
捨
其
有
愛
以
至
於
無
愛
、
捨
其
有
行
以
至
於
無
行
（
夫
の

君
臣
を
正
し
、
名
色
を
定
め
、
威
儀
と
俎
豆
と
、
郊
廟
と
社
稷
の
若
き

は
、
適
た
ま
時
俗
を
誇
耀
す
る
に
足
る
も
、
功
名
を
奔
競
す
。
六
藝
を

し
て
相
い
亂
し
、
四
海
を
し
て
相
い
爭
わ
し
む
。
我
な
る
者
は
其
の
無

我
を
遺
て
、
生
な
る
者
は
其
の
無
生
を
哀
し
む
は
、
身
肉
手
足
も
て
、

生
人
の
塗
炭
を
濟
い
、
國
城
府
庫
も
て
、
貧
者
の
經
營
を
恤す

く

い
、
其
の

有
愛
を
捨
て
て
以
て
無
愛
に
至
り
、
其
の
有
行
を
捨
て
て
以
て
無
行
に

至
る
に
孰い

與ず

れ
ぞ
や
）」

（
19
）「
若
夫
呼
吸
吐
納
、
全
身
養
精
、
反
於
太
素
、
飛
騰
上
清
、
與
乾
坤

合
其
壽
、
與
日
月
齊
其
明
、
適
足
増
長
諸
見
、
未
能
永
證
無
生
、
孰
與

夫
離
常
離
斷
、
不
始
不
終
、
恒
在
三
昧
、
常
遊
六
通
。
不
生
不
住
無
所

處
、
不
去
不
滅
無
所
窮
（
夫
の
呼
吸
吐
納
し
、
全
身
養
精
し
、
太
素
に

反
り
、
上
清
に
飛
騰
し
、
乾
坤
と
其
の
壽
を
合
わ
せ
、
日
月
と
其
の
明

を
齊
し
く
す
る
が
若
き
は
、
適
た
ま
諸
見
を
増
長
す
る
に
足
る
も
、
未

だ
永
し
え
に
無
生
を
證
す
る
能
わ
ざ
る
は
、
夫
の
常
を
離
れ
斷
を
離
れ
、

始
せ
ず
終
ら
ず
、
恒
に
三
昧
に
在
り
、
常
に
六
通
に
遊
び
、
不
生
不
住

に
し
て
處
る
所
無
く
、
不
去
不
滅
に
し
て
窮
ま
る
所
無
き
に
孰
與
れ
ぞ

や
）」

（
20
）
拙
稿
「
王
績
「
山
中
獨
坐
自
贈
」「
自
答
」
詩
考

―
否
定
的
媒
介

と
し
て
の
陶
淵
明
像

―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
六
十
七
、
二
〇
一

五
）

（
茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校
）

本
稿
は
科
研
費
（
若
手
研
究19K

13093

）
の
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。


